
明倫地区のみなさまへ 

南海トラフ巨大地震の起きる可能性が高くなっています。 

最大クラスの地震・津波の場合、関東から四国・九州にかけての太平洋沿岸で高さ 10ｍを超える

津波が発生することも予想され、火災や津波等による死者数は日本全体で推定 32万 3000人と

も言われています。 

「伊勢神宮があるから大丈夫」「行政が助けてくれるから安心」ではなく、私たち自身が日頃から 

災害に対する意識をもち、備えておくことが大切です。 

明倫地区まちづくり協議会では、不測の事態に備えるべく、自治会・町会と共に「地域住民の命

を守る防災への取り組み」を進めております。 

裏面をご覧いただき、「知る・考える」を通して「行動する」機会になれば幸いでございます。 

明倫地区まちづくり協議会 

会長 青木昭一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明倫地区まちづくり協議会【防災への取り組み】 

災害に備えて 

日頃から準備して 

おく物って 

何かしら? 

昼間に大地震が来たら

家族が無事か 

心配だなあ… 

避難所には 

何を持って

いくの? 

避難所は

どこじゃ? 

 

被害の状況が 

さっぱり 

分からん 

【お問い合わせ先】 

明倫地区まちづくり協議会 

伊勢市岩淵 1丁目 15番 35号 

TEL 0596-64-8246 

FAX 0596-64-8247 

開所日時：火・木・土 10時～15時 



※予想数値 

 

 

 

 

 

 

   

                    

 

 

 

 

 

 

 

名         称 指 定 標 高 津波到達時間 浸水深 

明倫小学校校舎 ２階以上 ３．０m 約 2 時間 30 分 1～2ｍ 

いせ市民活動センター ２階以上 ３．３m 約 3 時間 30 分 0.5m 未満 

ｼﾝﾌｫﾆｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ響ﾎｰﾙ伊勢 ２階以上 ２．７m 約 2 時間 30 分 1～2ｍ 

指定避難所 

災害対策シート 

●避難場所、持ち出し品、連絡方

法などを事前に家族で決めて

おくことが大切です 

●「災害対策シート」は事務局で

お渡ししています 

●詳細はホームページでもご覧

いただけます 

ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 

●避難所内での人の配置、避難所で起こる

様々な出来事に対する対応などを皆で    

話し合い、ゲーム感覚で避難所運営を学

びます 

●用具は無料でお貸しします       

（指導員も派遣します） 

避難所運営マニュアル 

●避難所は、住民が主体となって運営せざ

るを得ません                     

混乱する状況の中、何をすべきかを記し

た「避難所運営マニュアル」を参考にして

少しでも快適な避難所運営を目指します 

●「避難所運営マニュアル」はホームページ

に掲載しています 

詳しいことは、伊勢市「防災マップ」を確認下さい。https://www.city.ise.mie.jp/8409.htm 

2019年 5月発行 【作成：あんぜん・あんしん委員会】 

 

※津波発生時は、「指定避難所」の他 「標高の高い場所」へ避難してください 


